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『AQUA Wonder』



御茶ノ水の由来Point

江戸時代：２代将軍「徳川秀忠」

境内の湧き水をお茶に使ったところ、ことのほか
美味しかったことから、将軍の茶の湯に用いられ
たことが地名の由来



今の御茶ノ水Point

人々が多く行き交う

古本・音楽・お茶

多様なライフスタイル



東京都千代田区神田猿楽町1-2-1

オフィス街・学校エリア・古書エリア 商業地域

Location



子供はお水が大好き！！

・雨の中構わず公園で遊び続けたこと
・お風呂やプールではしゃぐこと
・川遊びに夢中になったこと



しかし今は…

せっかく御茶ノ水の由来に関係している
神田川で遊ぶことはできない

雨が降ると、外より室内で過ごすことを優先する

↓

都市ならではの問題点



“

”

今の御茶ノ水だからこそ

水に着目する意味がある

100年先を見据えた街づくりを実現する
アプローチの提案



水 と 「 戯 れ る 」

水

水周りと隔離された

ライフスタイル

100年

人と水が「共存」していく

街づくりを見据えて

子供の感性を大事にしたい

人

雨に対する抵抗感

水に対する興味、
関心

Keyword



「五感」

視覚

動きと捉える

聴覚

音と捉える

味覚

味と捉える

嗅覚

記憶と捉える

触覚

形と捉える

Target

感受性

想像力

好奇心

子供が持つ力



水は自由自在に形を変える

ポイント

・水が溜まっていく
面白さ

・気付いたら無く
なっている驚き

・見るだけでなく遊
べる広場

雨水貯留浸透植栽基盤
のグリーンインフラ

・都市型水害の緩和・
植物の育成・蒸発によ
る冷却効果

・道路の水も一緒に浸
透させることも可能

Concept

レインガーデン視覚で楽しむ



水は自由自在に形を変える

ポイント

・当たるとこによっ
て音が変わる

・雨が奏でる音楽

・叩いても楽しい

水滴が滴るレインカー
テンから音を出す

・風流

・居心地の良さ

Concept

タングドラム聴覚で楽しむ



水は自由自在に形を変える

ポイント

・足湯のようなプール

・はしゃげる

・冬は温水

思いっきりはしゃぐと
楽しい

・体で水と触れ合う

・体を動かせる喜び

Concept

水遊び場触覚で楽しむ



水は自由自在に形を変える

ポイント

・歴史ある茶を味わう

・疲れたらここで水分
補給

徳川秀忠お墨付き

・日本人に馴染む味

・歴史の体験

Concept

御茶ノ水のお茶味覚で楽しむ



水は自由自在に形を変える

ポイント

・雨や水の匂いの独特
さを知れる学び

・小さな水に対する意
識を育む

今までの感覚と関り

・嗅覚まで楽しんでも
らいたい

Concept

広場や水遊び場や茶屋嗅覚で楽しむ



Diagram

「 波 紋 」 の 形 を 表 現



Plan

・水遊び場から見た景色

・「自分の居場所」が見

つかる設計デザイン



Perspective Drawing



Perspective Drawing



Perspective Drawing



環境にも配慮

11:住み続けられるまちづくりを 15:陸の豊かさを守ろう

SDGs

水と共存していく意識から
生まれるこれからの
ライフスタイルの創出

レインガーデンの
グリーンインフラ効果
による緑の豊かさ



五感を通して水と触れ合う楽しさ

水の大切さや親和性に気付いてもらいたい
↓

その先に、水と共存できるこれからのライフ
スタイルの創出があるのではないだろうか？

徳川秀忠から今まで受け継がれてきた御茶ノ水の歴史を
次世代に繋げていきたい。



Fin.
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